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最優秀論文賞 

最優秀演題賞 
 

 
 

会長賞

 
日臨技学術奨励賞 優秀論文賞 

 日韓交流功労賞 

 結核研究奨励賞 

 永年職務精励賞 

日臨技有功賞 会長

賞

 
 
 
 

日
韓
協
定
に
基
づ
く
「
日
韓
代
表
者
会
議
」 

 
 
 
 

お
よ
び
「
日
韓
交
流
功
労
者
会
会
議
」
が
、 

平
成
二
十
年
五
月
二
十
八
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ 

ー
オ
ー
タ
ニ
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

今
回
の
代
表
者
会
議
は
「
日
韓
協
定
締
結
三 

十
周
年
記
念
式
典
」
に
発
表
さ
れ
る
「
日
韓 

共
同
声
明
」 

の
合
意
が 

主
た
る
議 

題
と
な
っ 

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

交
流
功
労 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

者
会
議
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従
来
と
お 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

り
代
表
者 

会
議
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
と
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年
ぶ
り
の
再
会
に
各
氏
と
も
喜 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

び
の
表
情
を
隠
し
き
れ
な
い
笑
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

を
浮
か
べ
、
終
始
和
や
か
な
会
談 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

今
回
は
、
三
十
周
年
記
念
に
花
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

添
え
る
「
特
別
表
彰
」
も
重
な
り 

通
常
よ
り
多
い
参
加
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

代
表
者
会
議
に
お
い
て
、
日
韓
共 

同
声
明
が
合
意
さ
れ
、
両
会
出
席 

者
立
会
い
の
も
と
、
小
﨑
会
長
、 

宋
会
長
が
声
明
書
に
調
印
し
堅
い 

握
手
と
と
も
に
声
明
書
を
交
換
し 

た
。
こ
の
模
様
は
、
ビ
デ
オ
収
録

さ
れ
て
お
り
、
翌
日
行
わ
れ
た
記 

念
式
典
に
て
放
映
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
調
印
に
よ
り
、
三 

十
年
間
続
い
た
日
韓
交
流
が
更
に
堅
固
な
も
の
と
し
て
、
ア
ジ
ア
を
は 

じ
め
世
界
の
臨
床
検
査
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

尚
、
今
年
度
二
回
目
の
日
韓
代
表
者
会
議
は
、
六
月
十
三
日
か
ら
韓
国 

の
忠
清
南
道
で
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
六
名
の
代
表
者
会
議
出
席
者

と
三
名
の
交
流
功
労
者
会
議
出
席
者
の
九
名
が
参
加
す
る
予
定
。 

 

 

日臨技有功賞 会長賞・功労賞・特別賞

日臨技学術奨励賞 優秀演題賞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 20 年度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


